
表6－3－1815歳以上従業地・通学地別就業者・通学者数  
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現
 
 

昭和55年国勢調査  

広
島
市
内
で
は
、
安
芸
区
八
六
人
、
両
区
八
四
人
な
ど
が
多
く
、
東
区
は
や
は
り
三
 
 

七
人
と
少
な
い
。
中
区
も
三
一
人
と
少
な
く
、
安
佐
南
・
安
佐
北
は
少
な
い
。
 
 
 

県
外
で
は
、
や
は
り
首
都
圏
が
多
く
、
東
京
二
四
、
神
奈
川
二
五
、
近
栽
困
で
 
 

は
、
大
阪
一
〇
、
兵
庫
ニ
ー
で
、
転
出
の
方
が
多
い
。
 
 
 

中
国
地
方
で
は
、
山
口
が
も
っ
と
も
多
く
、
六
四
人
、
次
い
で
岡
山
二
一
人
、
島
 
 

根
・
鳥
取
は
五
人
、
四
人
と
少
な
い
。
愛
知
県
も
七
人
と
少
な
い
が
、
四
国
で
は
愛
 
 

媛
一
〇
人
が
も
っ
と
も
多
く
、
九
州
で
は
転
出
と
同
様
、
福
岡
が
〓
一
人
と
も
っ
と
 
 

も
多
い
。
 
 
 

転
出
入
と
も
、
広
島
県
・
中
国
地
方
と
、
近
距
離
ほ
ど
交
流
が
深
く
、
ラ
ペ
ソ
シ
 
 

ュ
タ
イ
ソ
の
法
則
が
当
て
は
ま
る
が
、
遠
距
離
で
ほ
、
首
都
圏
・
近
幾
圏
な
ど
大
都
 
 

市
圏
と
の
交
流
が
深
く
、
ラ
ベ
ン
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
法
則
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
 
 

通
勤
・
通
学
は
、
日
々
の
人
口
移
動
で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
 
 
 

通
勤
・
通
学
 
 
（
一
九
八
〇
）
の
状
況
を
み
る
と
、
熊
野
町
は
、
熊
野
町
に
常
住
地
 
 

を
有
す
る
も
の
が
、
一
万
一
七
四
六
人
で
、
熊
野
町
に
従
業
地
・
通
学
地
を
有
す
る
 
 

も
の
が
、
七
〇
九
二
人
、
他
市
町
村
に
行
く
も
の
五
九
九
二
人
で
．
あ
り
、
他
市
町
村
 
 

に
常
住
地
を
有
す
る
老
で
、
熊
野
町
に
働
ら
き
に
来
た
り
、
通
学
し
て
来
る
老
一
三
 
 

三
八
名
を
差
引
く
と
、
四
六
五
四
人
の
流
出
超
過
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
昼
間
人
 
 

口
は
一
万
九
五
八
七
人
と
な
り
、
昼
間
人
口
指
数
は
八
一
で
、
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
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場
や
郡
の
中
心
機
能
が
多
い
た
め
、
一
〇
五
と
流
入
超
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
町
村
は
、
す
べ
て
流
出
超
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
経
年
変
化
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
・
五
十
年
・
五
十
五
年
と
人
口
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
昼
間
人
口
も
増
加
し
て
釆
て
 
 

い
る
の
で
、
人
口
流
出
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 

単
位
‥
人
 
 
 

こ
れ
を
安
芸
郡
下
の
他
町
村
と
比
較
す
る
と
、
府
中
町
は
大
工
場
を
持
つ
た
め
、
昼
間
人
口
一
 
 

蓑
6
3
－
柑
 
1
5
歳
以
上
従
業
地
・
流
学
地
・
常
住
地
別
通
勤
・
通
学
人
口
 
 

昭
和
5
5
年
国
勢
調
査
 
 
 

一
六
と
流
入
超
で
、
海
田
町
も
工
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落
、
道
路
等
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
水
系
か
ら
み
れ
ば
、
二
河
川
と
熊
野
川
の
谷
頭
部
、
谷
中
分
水
点
に
あ
る
た
め
、
水
 
 

に
乏
し
く
、
潅
池
が
多
い
。
 
 
 

土
地
利
用
の
現
状
を
み
る
と
、
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
誓
で
は
山
林
が
九
三
二
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
田
四
七
五
二
二
ヘ
ク
タ
ー
 
 

ル
、
畑
九
二
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
田
畑
合
わ
せ
て
、
五
六
七
二
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
宅
地
は
、
当
時
は
七
二
・
八
ヘ
ク
タ
 
 

ー
ル
で
、
比
重
は
小
さ
か
っ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
年
と
な
る
と
、
田
畑
の
面
積
は
多
少
減
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
田
畑
山
林
が
宅
地
へ
転
用
さ
れ
、
宅
地
面
積
が
一
四
 
 

一
ニ
ー
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
、
一
〇
年
前
に
比
べ
て
二
倍
と
な
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
以
前
の
団
地
開
発
が
、
そ
の
主
た
る
 
 

要
田
で
あ
ろ
う
。
ま
た
雑
種
地
や
原
野
が
増
え
た
の
は
、
減
反
政
策
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
林
の
増
加
は
畑
地
が
山
林
へ
戻
っ
 
 

た
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
に
な
る
と
、
田
は
三
四
七
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
ま
す
ま
す
減
少
し
て
行
き
、
畑
は
減
少
が
や
や
止
ま
っ
た
 
 

よ
う
で
あ
る
。
山
林
は
か
な
り
増
加
し
、
そ
の
他
が
山
林
と
な
っ
て
面
積
に
加
え
ら
れ
た
も
の
が
多
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 
 

宅
地
は
、
昭
和
五
十
五
年
以
降
、
そ
れ
程
急
激
な
増
加
は
み
ら
れ
な
い
。
 
 
 

概
要
 
 第

K
章
 
現
 
 
 
代
 
 

熊
野
町
の
土
地
利
用
状
況
を
み
る
と
、
全
体
と
し
て
山
間
盆
地
に
あ
り
、
四
囲
を
山
に
囲
ま
れ
、
盆
地
底
に
田
畑
、
集
 
 

二
 
土
地
利
用
 
 

1
 
全
体
的
土
地
利
用
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蓑6－」トー20 土地利用現況  

地  目  昭 39   昭 45  昭 50   昭 54   

田   475．3ha   450．Oha   405＿01m   350．21迫   

畑   92．3   94．5   75．4   70．2   

山  林   932．5   890．4   1，059．0   1，046．9   

宅  地   72．8   105．7   141．2   177．5   

維 種 地   1．7   11．2   63．3   66．4   

原  野   39．6   55．0   54．0   84．0   

池  沼   0．6   0．7   0．6   1．0   

そ の 他   1，783．2   1，790．5   1，559．4   1，601．4   

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

土地概要調書より  

（単位：h）  
表6－3－21地目別面摂  

固定資産概要調書   

昭
和
五
十
九
年
の
最
新
の
土
地
利
用
状
況
は
、
総
面
積
 
 

三
三
九
八
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
の
う
ち
山
林
が
二
二
三
 
 

六
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
全
体
の
六
五
・
九
％
に
も
 
 

当
た
り
、
山
間
盆
地
の
町
と
し
て
の
性
格
を
よ
く
示
し
て
 
 

い
る
。
田
は
三
二
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
畑
と
合
計
し
 
 

て
も
三
九
三
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
全
体
の
一
一
二
ハ
％
 
 

に
す
ぎ
な
い
。
宅
地
は
二
〇
八
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
 
 

こ
れ
も
全
体
の
」
ハ
・
一
％
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
平
地
 
 

部
を
か
な
り
占
め
て
い
る
の
で
、
全
体
と
し
て
は
、
熊
野
 
 

町
一
帯
で
、
か
な
り
都
市
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
 
 

る
。
 
 

次
に
こ
れ
を
安
芸
郡
の
他
町
村
と
比
 
 
 

他
町
と
の
比
較
 
 

較
す
る
と
、
安
芸
郡
全
体
で
は
、
山
 
 

林
面
積
の
比
は
三
六
・
四
％
で
、
か
な
り
低
い
が
、
熊
野
 
 

町
は
郡
下
で
も
っ
と
も
山
林
面
積
が
広
い
。
鱒
野
町
に
次
 
 

ぐ
の
は
坂
町
で
、
約
五
〇
％
で
あ
る
。
ま
た
田
の
面
積
が
 
 

広
く
、
郡
下
で
も
っ
と
も
多
い
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
音
 
 

戸
町
の
八
二
ハ
％
で
あ
る
。
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表
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－
3
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2
 
地
目
別
面
積
（
昭
和
6
1
年
1
月
1
日
）
 
 

固
定
資
産
概
要
調
書
を
基
本
に
分
頸
・
作
成
し
た
 
 
 



し
、
さ
ら
に
そ
の
周
辺
の
山
麓
の
山
林
や
雑
種
地
に
中
小
の
工
場
が
立
地
す
る
。
 
 
 

熊
野
団
地
は
中
心
市
街
地
か
ら
約
一
キ
ロ
隔
っ
た
西
の
山
林
丘
陵
地
帯
に
開
発
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
在
来
の
市
街
地
と
ほ
全
く
 
 

離
れ
て
、
飛
び
地
的
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
団
地
の
中
に
は
中
層
住
宅
も
含
ま
れ
、
学
校
、
商
業
施
設
も
備
わ
っ
て
い
る
。
こ
 
 

れ
ら
の
市
街
地
の
周
辺
に
は
、
田
畑
や
在
来
の
農
家
が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
地
域
を
と
び
越
え
て
、
周
辺
の
山
麓
で
、
家
の
 
 

少
な
い
地
域
が
、
団
地
に
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
 
 
 

こ
う
し
た
新
し
い
団
地
と
在
来
の
中
心
市
街
地
と
の
間
に
は
、
水
田
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水
田
は
、
優
良
農
地
と
し
 
 

て
、
将
来
も
保
全
さ
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
旧
在
来
の
中
心
市
街
地
と
、
団
地
間
は
、
と
く
に
水
田
の
保
全
が
考
え
ら
れ
ね
 
 

ば
な
ら
な
い
。
 
 

宅
地
の
面
積
は
、
郡
下
で
ほ
少
な
い
方
で
、
府
中
、
海
田
、
坂
な
ど
は
一
〇
～
二
〇
％
台
で
あ
る
。
そ
の
他
原
野
は
府
中
、
海
田
 
 

に
は
た
く
、
熊
野
町
に
は
、
か
な
り
広
く
存
在
し
て
い
る
。
 
 

土
地
利
用
の
実
態
を
み
る
と
、
熊
野
の
中
心
市
街
地
、
商
業
地
は
、
二
河
川
の
上
流
に
近
い
段
丘
崖
下
に
あ
 
 

土
地
利
用
の
実
態
 
 

商
業
地
域
 
 

近
年
、
熊
野
団
地
の
中
、
お
よ
び
入
口
附
近
に
商
店
が
集
積
し
て
い
る
。
ま
た
、
黒
瀬
万
両
へ
の
県
道
の
付
け
変
え
に
よ
り
、
そ
 
 

第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

商
業
地
域
は
在
来
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
申
請
地
区
を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
低
次
の
日
常
中
心
や
、
そ
の
上
位
の
近
 
 

隣
中
心
の
商
業
地
区
を
構
成
し
て
い
る
。
 
 

2
 
商
業
地
域
・
住
宅
地
域
・
工
業
地
域
 
 

り
、
風
下
で
、
南
に
開
け
た
高
燥
の
地
に
あ
る
。
こ
れ
を
と
り
ま
い
て
一
般
住
宅
地
や
学
校
な
ど
が
立
地
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単位：％  

第
六
章
 
現
 
 

図6－3－8 町別商店数、従業員数、年間商品販売額の構成  

昭和60年商業統計調査  

の
新
し
い
県
道
に
沿
っ
て
、
商
業
地
域
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
商
業
の
実
態
は
表
6
－
3
1
2
3
や
、
図
6
1
3
－
8
に
示
さ
れ
て
い
る
 
 

が
、
商
店
数
は
二
五
二
で
、
小
売
が
二
三
六
、
卸
売
が
一
六
で
、
大
半
が
小
売
で
あ
 
 

る
。
従
業
者
数
も
、
小
売
が
多
く
九
三
九
人
、
卸
売
五
七
人
で
、
合
計
九
九
六
人
、
年
 
 

間
販
売
額
も
小
売
が
多
く
、
一
一
八
億
二
五
二
六
万
円
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
を
安
芸
郡
下
の
町
村
と
比
較
す
る
と
、
商
店
数
で
は
府
中
、
海
田
、
音
戸
、
江
 
 

田
島
に
次
い
で
五
位
で
あ
り
、
従
業
者
数
も
四
位
、
販
売
額
は
五
位
で
、
海
田
、
広
島
 
 

方
面
へ
顧
客
を
吸
収
さ
れ
て
い
る
割
合
が
高
い
。
と
く
に
高
級
買
廻
品
で
は
、
こ
う
し
 
 

た
傾
向
が
強
い
。
こ
の
た
め
、
商
業
地
域
（
商
店
街
）
も
、
旧
来
の
中
港
地
区
は
、
街
区
 
が
長
 

く
、
そ
の
中
に
商
店
以
外
に
工
・
住
・
公
共
施
設
等
が
混
在
し
、
商
店
街
自
体
の
 
 

ま
と
ま
り
が
悪
い
。
強
力
な
商
業
核
が
な
く
、
賑
わ
い
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
街
路
幅
が
 
 

せ
ま
く
、
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
自
動
車
を
利
用
し
た
客
へ
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
。
 
 

老
朽
化
し
た
商
店
が
多
い
。
照
明
∵
歩
道
・
ペ
ソ
チ
な
ど
関
連
施
設
が
な
い
等
の
問
題
 
 

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
方
団
地
の
商
店
街
は
店
舗
は
比
校
的
新
し
い
が
、
商
店
街
と
し
て
の
統
一
性
が
不
 
 

足
し
て
い
る
。
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
け
い
所
な
ど
の
施
設
が
不
足
し
て
い
る
等
の
問
 
 

題
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
商
業
地
域
の
改
善
策
・
発
展
策
と
し
て
商
店
街
相
互
協
同
組
織
の
強
化
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昭 
和 
0 

調査  

や
、
個
々
の
商
店
の
近
代
化
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
品
揃
え
、
店
舗
の
集
団
化
、
歩
道
、
駐
車
場
の
確
保
な
ど
が
撃
一
一
口
さ
れ
て
 
 

い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
中
溝
、
団
地
と
も
、
在
来
の
商
店
街
の
周
辺
の
県
道
に
沿
っ
た
交
通
の
便
利
の
良
い
地
点
に
、
大
型
店
な
ど
が
立
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単
位
‖
店
、
人
、
万
円
 
 

表
6
－
3
2
3
 
商
店
数
、
従
業
員
数
、
年
間
商
品
版
売
軍
（
飲
食
店
除
く
）
 
 
 

6
年
商
業
統
計
 
 

6J5   



表6－3－24 熊野町の田地  

昭和55年4月現在  

田 地 名  面  贋  計画戸数  建築戸数  推定人口 ×3．4  着 エ   

平 谷 台   1．451a   73戸   57   194  46年   

2  長  迫   1．00   47   39   133  50年  

3  萩  迫   1．08   37   32   109  43年   

4  滝 ガ 谷   6．35   133   90   306  46   

5  土 筆：ガ 丘   1．43   50   35   119  43年   

6  榊  山   1．79   79   61   207  46年   

7  石  ガ 坪   1．85   98   71   241  46年   

8  線 翠 苑   4．03   203   113   384  46   

9   葵   1．45   66   37   126  45   

10  若  宮   0．79   42   16   54  47   

四  桃 ガ 台   0．71   40   16   54  47   

12  松 ガ 丘   2．15   57   27   92  47   

13  新 宮 苑   4．08   159   119   405  47   

14  土 岐 の 奴   4．52   196   101   343  48   

15  湖 翠 苑   2．65   119   60   204  46   

16  皇帝ハイ ツ   13．94   396   240   816  49   

17  花  丘   1．02   35   26   88  43   

18  本  城   5．52   119   46   156  

19  4．50  140   0  43   

20   4，031   

県営熊野田地  58．00Ila  
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代
 
 

地
し
、
在
来
の
商
店
街
（
商
業
地
域
）
と
、
 
 

新
し
い
こ
う
し
た
商
業
地
域
が
分
離
し
 
 

て
、
商
業
地
域
の
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
が
 
 

発
生
し
て
い
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
 
 

ら
ノ
0
 
 

熊
野
町
の
住
宅
地
域
 
 
 

住
宅
地
域
 
 
 
 
 
 
 
は
、
旧
来
の
中
帯
地
区
 
 

を
中
心
に
形
成
さ
れ
、
旧
県
道
に
沿
っ
 
 

て
、
主
と
し
て
商
店
が
、
そ
の
背
後
に
 
 

住
宅
地
域
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
 
 

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
か
ら
熊
野
 
 

団
地
が
造
成
さ
れ
、
昭
和
四
十
四
年
ま
 
 

で
に
、
木
造
四
七
七
戸
、
簡
易
耐
火
三
 
 

〇
九
戸
、
不
燃
横
道
六
四
戸
、
組
立
木
 
 

造
一
〇
戸
、
合
計
八
六
〇
戸
、
約
三
五
 
 

〇
〇
人
の
団
地
が
形
成
さ
れ
た
。
 
 
 

そ
の
後
、
図
6
－
3
－
9
に
も
あ
る
 
 

よ
う
に
、
本
城
別
荘
地
や
本
城
団
地
・
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図6－3－9 熊野町の住宅田地   
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呉
近
傍
の
要
塞
地
帯
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
 
 

九
四
九
）
の
地
形
図
を
み
る
と
、
戦
前
の
様
相
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

そ
れ
に
よ
る
と
、
熊
野
町
は
盆
地
の
中
央
に
あ
り
、
矢
野
と
北
の
瀬
野
方
面
か
ら
熊
野
へ
通
じ
る
道
路
が
あ
り
、
熊
野
町
か
ら
東
 
 
 

が
多
い
。
し
か
し
、
広
島
方
面
か
ら
進
出
し
た
中
小
の
鉄
鋼
、
礫
槻
な
ど
の
工
場
が
、
周
辺
に
立
地
し
て
お
り
、
墓
 
 

地
や
陣
界
な
ど
低
地
の
水
田
地
帯
や
、
長
迫
、
火
原
な
ど
田
地
の
周
辺
に
立
地
し
て
い
る
。
現
在
、
そ
れ
ほ
ど
工
業
地
域
は
多
く
な
 
 

い
の
で
、
用
途
混
合
な
ど
の
問
題
ほ
発
生
し
て
い
な
い
が
、
将
来
ほ
都
市
計
画
区
域
で
、
用
途
地
域
を
指
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
 
 

ち
ノ
0
 
 

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

皇
帝
ハ
イ
ツ
・
滝
ケ
谷
・
土
岐
の
城
な
ど
の
団
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
矢
野
峠
の
交
通
渋
滞
の
た
め
、
団
地
形
成
は
一
頓
座
 
 

し
、
開
発
は
停
滞
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
 
 
 

現
在
ま
で
に
形
成
さ
れ
た
住
宅
団
地
は
、
蓑
6
1
3
－
2
4
の
よ
う
で
、
中
小
の
団
地
が
多
く
、
ス
プ
ロ
ー
ル
的
開
発
が
多
い
。
 
 
 

十
九
の
団
地
の
う
ち
、
大
半
が
一
〇
〇
戸
以
下
で
あ
る
。
こ
う
し
た
小
規
模
な
団
地
で
は
上
下
水
道
、
と
く
に
下
水
道
や
、
そ
の
 
 

他
の
生
活
環
境
施
設
の
整
備
が
十
分
と
は
行
か
ず
、
そ
の
上
に
、
ス
プ
ロ
ー
ル
的
市
街
地
形
成
が
み
ら
れ
る
の
で
、
都
市
計
画
区
域
 
 

を
設
定
し
、
用
途
地
域
の
指
定
を
行
な
っ
て
、
良
好
な
住
宅
地
・
市
街
地
形
成
を
、
目
指
し
て
い
る
。
 
 

昭
和
二
四
年
の
地
形
図
 
 

工
業
地
域
 
 

熊
野
町
に
は
、
工
場
は
あ
ま
り
立
地
せ
ず
、
在
来
の
筆
作
り
は
、
各
民
家
や
市
街
地
内
に
あ
っ
て
、
小
規
模
な
も
の
 
 

3
 
地
域
の
変
貌
 
 
 

鮨
野
町
の
地
域
的
変
貌
を
、
古
い
地
形
図
を
振
り
に
み
よ
う
。
戦
前
の
地
形
図
は
、
熊
野
町
の
箇
所
が
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図6－31D 熊野町 昭和24年  
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図6－3－11熊野町 昭和37年  
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図6－3－12 熊野町 昭和54年  
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現
 
 
 
代
 
 
 

方
の
黒
瀬
へ
至
る
ル
ー
ト
と
、
南
の
呉
地
、
焼
山
へ
至
る
ル
ー
ト
が
開
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 
 

中
心
市
街
地
は
段
丘
崖
下
に
南
面
し
、
中
港
地
区
の
前
地
、
山
代
か
ら
出
来
ま
で
市
街
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
盆
地
の
大
半
は
水
 
 

田
で
、
し
か
も
乾
田
で
あ
り
、
穀
倉
地
帯
の
一
環
を
な
し
て
い
た
。
川
角
地
区
の
熊
野
団
地
附
近
は
丘
陵
で
、
山
林
で
あ
る
。
 
 

満
の
中
心
市
街
地
の
南
側
に
、
迂
回
す
る
形
で
、
新
し
い
県
道
が
新
設
さ
れ
た
。
ま
た
城
之
掘
の
東
側
の
道
路
も
拡
張
さ
れ
、
町
の
主
 
 

要
交
通
流
は
、
こ
の
新
設
さ
れ
た
道
路
を
通
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
集
落
の
発
達
も
、
こ
の
道
終
に
沿
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
 
 

化
し
て
い
な
い
。
交
通
体
系
の
パ
タ
ー
ソ
も
変
化
な
く
、
中
心
市
街
地
も
あ
ま
り
変
化
は
見
ら
れ
な
 
 

い
。
た
だ
、
中
心
市
街
地
の
末
端
で
あ
る
山
代
、
前
他
地
区
が
、
道
路
沿
い
に
、
若
干
の
集
落
の
発
達
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
西
端
の
 
 

火
原
地
区
お
よ
び
平
谷
地
区
が
、
県
道
沿
い
に
や
は
り
同
様
に
集
落
の
発
達
が
み
ら
れ
る
。
 
 
 

ま
た
城
之
堀
附
近
で
は
、
北
東
か
ら
南
西
に
走
る
県
道
と
城
之
掘
の
南
側
を
山
麓
に
沿
っ
て
走
る
県
道
と
の
間
に
新
し
い
道
路
が
 
 

二
本
設
け
ら
れ
、
多
少
の
集
落
の
発
達
が
み
ら
れ
る
。
 
 

昭
和
三
七
年
の
地
形
図
 
 

道
路
の
概
要
 
 

昭
和
五
四
年
の
地
形
図
 
 

三
 
交
 
 
 

熊
野
町
は
鉄
道
は
な
く
、
専
ら
道
路
交
通
に
依
存
し
て
い
る
。
町
内
の
幹
線
道
路
は
、
町
内
を
ほ
ぼ
東
西
に
貫
く
 
 

主
要
地
方
道
（
県
道
）
矢
野
・
安
酒
絶
と
、
南
北
に
走
る
県
道
瀬
野
・
呉
線
で
、
国
道
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
県
道
津
 
 
 

次
に
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
の
地
形
図
を
み
よ
う
。
こ
の
頃
も
、
熊
野
町
の
様
相
は
あ
ま
り
変
 
 

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の
地
形
図
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
三
年
ご
ろ
か
ら
の
都
市
化
に
よ
 
 

っ
て
、
か
な
り
市
街
地
の
成
長
が
み
ら
れ
る
。
中
心
市
街
地
の
西
南
の
熊
野
団
地
が
大
き
く
成
長
し
、
中
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囲6－∴㌻一13 道路現況図  
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表6－3－25 道   路  

（昭詞］52年3月31日）  

策
六
章
 
現
 
 

表6－3－26 車種別自動車登録台数  

（各年4月1日現在）  

56  11，105  4，734  15  867  6  

5  

5  

県税事務所・町税務課  

道   路  
（昭和60年4月1日現在）  

県  道  国  道   

延帥l面積㌶恒良馳l舗装率％     延馳1面積ぶし改良済hl舗装率％   

10．3   10，100  8．6  100．0   

5．2  5．0   90，700  4．2  

17．2  

0．7  15，671  

30．0  

21．9  97．3  

48．8  8臥4  

14．2  75，656  

18．6   95，551   95．4  

町道路台帳、県土木建築事務所、国道事務所  
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江
・
八
本
松
線
と
、
県
道
平
谷
・
呉
線
が
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
道
路
に
よ
っ
て
広
島
、
海
田
、
矢
野
方
面
へ
は
矢
野
・
安
浦
 
 

線
、
呉
方
面
へ
は
、
呉
・
平
谷
線
お
よ
び
瀬
野
・
呉
線
で
結
ば
れ
て
い
 
 

る
。
矢
野
・
安
浦
経
と
瀬
野
・
呉
線
は
拡
幅
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
将
 
 

来
、
全
線
二
車
線
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
 
 
 

て
の
ほ
か
、
住
区
幹
線
道
路
、
町
内
幹
線
道
路
が
あ
り
、
町
内
の
主
要
 
 

道
路
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
住
宅
地
内
道
路
と
し
て
町
内
幹
線
と
住
宅
 
 

を
結
ぶ
道
路
、
い
わ
ゆ
る
生
活
道
路
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
町
道
で
、
総
延
 
 

長
は
一
二
万
五
四
二
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
舗
装
率
は
五
二
二
二
％
と
水
 
 

準
が
な
お
低
い
。
 
 
 

こ
う
し
た
道
路
の
状
況
を
、
郡
内
の
他
町
村
と
比
較
す
る
と
、
蓑
6
－
 
 

3
－
2
7
の
よ
う
に
た
り
、
町
道
は
か
な
り
改
良
さ
れ
て
い
る
。
町
道
の
延
 
 

長
が
郡
内
一
で
、
拡
幅
そ
の
他
の
整
備
が
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
課
題
と
な
 
 

る
。
県
道
も
か
な
り
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
国
道
が
な
い
の
が
問
題
で
あ
 
 

る
。
 
 

和
五
十
九
年
に
は
一
万
三
三
五
四
台
で
、
そ
の
う
ち
乗
用
車
は
五
〓
二
八
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自
動
車
交
通
 
 
熊
野
町
の
自
動
車
数
は
、
表
6
L
3
－
2
6
の
よ
う
で
、
昭
 
 

和
五
十
六
年
（
一
九
八
こ
に
は
総
数
四
七
三
四
台
、
昭
 
 

表6－3－27  
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有
率
の
高
い
中
年
層
の
人
口
が
多
 
 

い
こ
と
、
ま
た
、
自
動
車
関
係
企
業
の
従
業
者
が
多
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 
 

自
動
車
交
通
量
を
み
る
と
、
瀬
野
、
呉
線
の
萩
原
で
約
四
八
〇
〇
台
、
呉
地
で
約
一
四
〇
〇
台
で
あ
る
が
、
広
島
市
や
呉
市
と
の
 
 

境
界
部
で
は
、
一
万
三
〇
〇
〇
台
以
上
が
朝
夕
に
集
中
し
、
混
雑
度
は
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
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昭利50  51 52  53  54 55  56  57  5且  59年  

図6→3－14 自動草堂録台数  

表6－3－28 広島市周辺の1世帯当り乗用車所有状況  

昭和54年ひろしまの交通統計  

55．3月末世帯数  

台
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
軽
自
動
車
、
 
 

二
六
三
五
台
、
原
付
自
転
草
四
、
四
 
 

〇
五
台
な
ど
が
多
い
が
、
経
年
別
 
 

で
は
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
を
 
 

反
映
し
て
、
乗
用
車
の
増
加
率
は
 
 

減
少
し
、
代
っ
て
原
付
自
転
車
や
 
 

自
転
車
、
軽
自
動
車
な
ど
小
廻
り
 
 

の
効
く
車
種
が
増
加
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
一
世
帯
当
た
り
自
動
 
 

車
所
有
状
況
は
表
6
－
3
2
8
の
 
 

よ
う
で
、
県
平
均
や
広
島
市
周
辺
 
 

町
に
比
較
す
る
と
高
い
。
こ
れ
は
 
 

公
共
交
通
機
関
が
バ
ス
の
み
で
あ
 
 

る
こ
と
、
お
よ
び
自
家
用
車
の
所
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第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

昭
和
四
十
九
年
か
ら
五
十
五
 
 

年
問
の
増
加
率
は
二
倍
以
上
と
 
 

な
っ
て
お
り
、
矢
野
町
境
は
飽
 
 

和
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
 
 
 

が
瀬
野
廻
り
や
押
込
方
面
へ
流
 
 

れ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
の
二
地
 
 

点
の
交
通
量
が
急
増
し
て
い
 
 

る
。
 
 

熊
野
町
を
走
る
 
 
 

バ
ス
交
通
 
 
 
 
 
 
 
バ
 
 

ス
交
通
網
 
 
 

は
、
広
島
市
万
両
へ
矢
野
・
海
 
 

田
を
経
て
バ
ス
セ
ソ
タ
一
に
至
 
 

る
ル
ー
ト
と
、
阿
戸
・
瀬
野
 
 
 

川
・
海
田
を
経
て
バ
ス
セ
ン
タ
 
 
 

ー
に
至
る
ル
ー
ト
が
あ
る
。
こ
 
 

れ
は
広
島
電
鉄
が
運
行
し
て
い
 
 

る
。
呉
市
方
面
へ
は
、
熊
野
団
 
 

地
と
呉
駅
前
を
結
ぷ
呉
市
営
バ
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蓑6－3－29 自動革交通量  

路 線 名   
観 測 地 点  地点 番号           49年152年l55年    （倍）   

3，389台  4，794台  2．33  
県道瀬野呉線   

熊野町呉地   熊野町萩原庄賀地  回  2，061台           国  1，053  1，549   1，393  1．32   

主要地方道   
矢野安浦線  矢野町花押 黒瀬町津江   鱒 ④  10，276 1，877     1．34 1．14   

主要地方道呉平谷線  呉市押込本庄  ⑤  4，949l5，303い3，232    2．67   

県道渾江八本松線  広島市阿戸町  団  66611，483L2，477    3．72   

第
六
草
 
現
 
 
 
代
 
 
 

「道路交通情報調査」昭和55年調査日は昭和55年10月8日  

蓑6－3－30 バス乗降客数の推移  

（千人）  
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第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

＋広島電鉄  
＋呉市営パス  

国中数字は運行回数  
図6－3－16 パス運行系統図  

ス
で
、
焼
山
、
熊
野
苗
代
練
で
あ
る
。
 
 

さ
ら
に
熊
野
か
ら
黒
瀬
（
賀
茂
病
院
）
に
 
 

至
る
広
島
電
鉄
バ
ス
路
線
が
あ
る
。
 
 
 

広
島
電
鉄
熊
野
線
は
約
九
四
往
復
、
 
 

呉
市
営
バ
ス
は
、
昭
和
支
所
経
由
が
約
 
 

三
一
往
復
、
苗
代
経
由
が
約
九
往
復
で
 
 

あ
る
。
黒
瀬
の
賀
茂
病
院
ま
で
は
、
六
 
 

往
復
で
あ
る
。
し
か
し
、
運
行
時
間
が
 
 

長
く
か
か
り
、
交
通
渋
滞
も
甚
だ
し
い
 
 

の
で
、
乗
降
客
が
漸
減
し
て
お
り
、
バ
 
 

ス
交
通
運
行
の
正
常
化
が
望
ま
れ
て
い
 
 

る
。
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表6－3－31地域指定一覧表（昭和61年4月1日現在）  

○は全域、0は一部地故を表わす  

区 分   過疎地抜  軽島振興  半島抜冥  ノ慧メづ地iま工裟 F 傭  農業振興  国際観光  都市計画  広域市町村    地 域  地 域  ・．入イ足1主に  ょろノ置対地5薫  地 域  モデル地域  区 域  圏 区 域   

府中町  ○  （広）  

海区町  ○  （広）  

熊野町  ○  ○  （｝  （広）  

坂町  ○  （広）  

江註＝各町   ○  （⊃  （⊃   ○  （｝  （江）   

音 戸 町  （⊃   ○   ○  
（呉）   

○  （｝  ○   ○   ⊂）  （呉）   

下蒲刈町  C〉  ○   〔）  （呉）   

○  （⊃  ○   ○  （呉）   

第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

広域市町村圏の区域名は次のとおりである。  

（広）・＝広島広域市町村圏  

（江）…江能広域帯町村圏  

（呉）…呉広域市町村圏  

月
に
策
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
計
画
 
 

の
目
標
年
次
を
、
昭
和
六
十
五
年
（
一
九
九
〇
）
と
し
、
五
十
五
年
か
ら
 
 

一
〇
か
年
の
計
画
と
し
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
六
十
五
年
の
目
標
人
口
を
二
万
八
〇
〇
〇
人
と
し
て
い
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
当
時
の
人
口
が
二
万
四
二
五
二
人
、
六
十
年
の
人
口
 
 

が
二
万
五
≡
四
六
人
で
あ
る
か
ら
、
か
な
り
妥
当
な
経
と
言
え
る
の
で
 
 

ほ
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

熊
野
町
も
含
ま
れ
た
広
域
的
な
開
轟
計
画
は
、
蓑
6
－
3
－
3
1
に
み
 
 

ら
れ
る
よ
う
に
、
農
村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
に
指
定
さ
れ
た
農
業
地
 
 

域
で
あ
り
、
広
い
優
良
な
農
地
を
有
し
て
い
る
の
で
、
農
業
振
興
地
域
 
 

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
広
島
広
域
都
市
圏
の
一
環
と
し
て
 
 

住
宅
地
、
工
場
な
ど
が
進
出
し
て
き
て
い
る
の
で
、
一
部
、
都
市
計
画
 
 

地
域
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

総
合
基
本
計
画
 
 四
 
熊
野
町
の
将
来
 
 

熊
野
町
は
総
合
基
本
計
画
を
、
昭
和
五
十
五
年
三
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と
良
好
な
環
境
を
生
か
し
た
、
田
園
住
宅
地
、
そ
れ
は
公
害
を
出
さ
な
い
地
場
産
笑
も
含
め
た
住
宅
地
と
し
て
発
展
す
る
 
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。
 
 そ

の
た
め
に
は
、
従
来
の
都
市
化
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
自
然
発
生
的
な
、
無
秩
序
な
ス
プ
ロ
ー
ル
的
都
市
化
 
 
 

土
地
利
用
計
画
 
 で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
、
強
力
な
土
地
利
用
計
画
が
必
要
で
あ
る
。
幸
い
に
し
て
熊
野
町
も
都
市
 
 

計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
、
計
画
的
開
発
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
土
地
利
用
計
画
が
も
っ
と
も
重
要
と
考
え
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
土
地
利
用
構
想
は
、
囲
6
1
3
－
1
7
の
よ
う
で
、
周
囲
を
山
林
に
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
、
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
優
良
農
地
 
 

が
あ
り
、
田
園
が
多
く
残
さ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

中
帯
地
区
や
団
地
を
中
心
に
、
商
店
街
や
公
共
施
設
が
集
中
し
、
そ
れ
を
と
り
ま
い
て
、
ゆ
っ
た
り
し
た
経
と
太
陽
に
あ
ふ
れ
た
 
 

住
宅
地
や
工
場
が
存
在
す
る
。
さ
ら
に
は
広
域
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
施
設
な
ど
も
立
地
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

こ
う
し
た
田
園
都
市
を
形
成
す
る
た
め
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ア
ク
セ
ス
の
改
良
に
努
め
、
広
島
、
呉
、
東
広
島
と
ス
ム
ー
 
 

ス
に
結
ば
れ
る
よ
う
、
広
域
的
な
道
路
整
備
が
必
要
で
あ
る
が
、
熊
野
町
内
に
お
い
て
も
、
道
路
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

主
要
幹
線
道
路
は
歩
車
道
が
分
離
し
、
街
路
樹
や
植
込
み
の
あ
る
街
路
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
中
港
地
区
や
団
地
地
区
な
 
 

ど
中
心
商
業
地
域
は
、
緑
地
帯
も
も
っ
た
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
な
ど
の
構
想
も
あ
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 

と
も
か
く
、
筆
作
り
な
ど
地
場
産
業
も
生
か
し
た
田
園
文
化
住
宅
都
市
柿
想
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
理
想
に
も
合
致
し
た
考
え
 
 

で
、
特
に
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
を
具
現
す
る
都
市
で
あ
る
。
 
 

目
標
 
 第
六
章
 
現
 
 
 
代
 
 

そ
の
た
め
の
町
独
自
の
発
展
方
向
と
し
て
、
蓑
6
－
3
L
3
2
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
目
標
の
よ
う
に
、
緑
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第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 

回6－3－け 土地利用構想図  
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第
六
章
 
現
 
 
 

図6－3－18 主要幹線道路網計画図  

6β4  



表6－3－16 職業（大分類）別就業者数  

昭和35年昭和40年  昭和25年  昭和30年   
職  業  第

三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

総  数  
専門的技術的職業従事者  
管理的職業従事者  
事 務 従 事 者  
販 売 従 事 老  
農 林 漁業 従 事 者  
採 鉱 採 石 従 事 者  
運 輸 通 信 従 事 者  
技能生産工程従事者   
および単純労働者  
保安サービス従事者  
サービス職業従事者  
分  摂  不  能  

国勢調査  

ら
に
一
〇
年
後
の
昭
和
四
十
五
年
に
な
る
と
、
大
き
な
変
化
を
 
 

み
せ
、
産
業
別
就
業
者
の
総
数
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
第
一
 
 

次
は
ま
す
ま
す
減
少
し
、
一
〇
〇
六
人
、
全
体
の
一
三
・
五
％
 
 

と
さ
ら
に
大
き
く
低
下
し
た
。
一
方
策
二
次
産
業
人
口
は
三
九
 
 

五
〇
人
で
、
全
体
の
五
三
ニ
ー
％
ま
で
上
昇
し
た
。
第
三
次
も
 
 

同
様
な
傾
向
で
二
四
六
八
人
、
全
体
の
三
三
・
二
％
と
急
増
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
五
十
年
以
降
、
蔑
業
人
口
は
ま
す
ま
す
減
り
、
二
次
 
 

主
導
型
で
、
三
次
が
そ
れ
に
付
加
す
る
構
造
と
な
っ
た
。
 
 
 

蓑
6
－
3
1
1
6
の
職
業
別
構
成
を
み
て
も
、
同
様
な
傾
向
が
 
 

み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
、
専
門
的
・
管
理
的
■
事
務
従
業
者
や
 
 

販
売
従
事
者
、
技
能
生
産
工
程
従
事
者
の
増
加
が
み
う
け
ら
れ
 
 

る
。
 
 

転
出
入
人
口
 
 
次
に
人
口
移
動
の
う
ち
、
転
出
入
に
つ
い
て
 
 

み
ょ
う
。
昭
和
五
十
九
年
の
デ
ー
タ
に
よ
る
 
 

4
 
人
口
移
動
 
 

605  



老数及び推計人口  
（昭和59年4月～昭和60年3月）  

神  佑  率  

推計人口 （警雷管晋）  

第
六
章
 
現
 
 

総数一県内l県外  

96・0 100・0  91．3 34，07618，31615，760  

95・0  98．5  91．】25，21512，04713，168  

98・8 103・5  92．0 8，861 6，269 2，592  

90．7  88．5  93．3 2，0811，103  978  

157 9，291 2．792，601  

159 7，251 2，005，987  

△2 2，040  786，614  

△2 △313  167，025  

△4  29  47，588  

△2   19  30，112  

△4  36  24，919   

2  2   12，973   

3 △117  15，902   

2  △1   17，602  

1 △152  9，986  

－   △63  3，884  

－   △66  4，059  

87．7  91．4  82．1  

88．0  77．5 106，1  

95．5 103．0  78．4  

96．7 100．9  89．2  

96．5  82．4 100．9  

96．4 103．5  79．3  

75．9  76．9  72．6  

52．9  57．1  42．9  

74．2  75，9  68，3  

783   212   571  

470   133   337  

239   147  92  

113  96  17  

154   148  6  

181  156  25  

90  134  △44  

23  30   △7  

28  47  △19  

と
、
広
島
県
全
体
の
転
入
者
数
は
一
五
万
九
九
七
五
人
、
 
 

転
出
者
数
は
一
六
万
六
六
〇
一
人
で
、
差
引
き
六
六
二
六
 
 

人
の
社
会
減
で
あ
る
。
 
 
 

安
芸
郡
で
は
、
転
入
一
万
二
五
五
八
人
で
、
全
体
の
 
 

七
・
八
％
で
あ
る
。
転
出
は
一
万
三
八
四
七
人
で
、
差
引
 
 

き
一
二
八
九
人
の
社
会
減
で
あ
る
。
転
出
者
数
の
全
体
に
 
 

占
め
る
比
率
は
八
・
≡
％
で
あ
る
。
補
償
率
か
ら
み
る
 
 

と
、
広
島
県
は
九
六
・
〇
％
で
あ
る
が
、
安
芸
郡
は
九
 
 

〇
・
七
％
で
、
県
平
均
よ
り
流
出
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

こ
れ
は
自
動
車
・
鉄
鋼
・
機
械
な
ど
不
況
を
反
映
し
て
い
 
 

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

熊
野
町
は
安
芸
郡
下
で
は
府
中
・
江
田
島
・
海
田
町
に
 
 

次
い
で
、
転
入
一
一
一
一
人
、
転
出
は
同
様
に
、
府
中
・
 
 

江
田
島
・
海
田
町
に
次
い
で
一
一
六
三
人
で
、
差
引
き
五
 
 

二
人
の
転
出
超
、
社
会
減
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
補
鰐
 
 

率
は
九
五
・
五
％
で
、
安
芸
郡
の
九
〇
・
七
よ
り
は
よ
 
 

く
、
郡
内
で
は
四
位
で
あ
る
。
 
 
 

転
出
先
は
、
県
内
で
は
広
島
市
が
圧
倒
的
に
多
く
、
三
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表6－3－17 市区町村別移動  

（単位：人、％）  

転  入  転  出  第
三
節
 
地
域
の
変
容
 
 
 

市 区 町 村  
総数l県内】県外  総数l県内、県外  

昭和59年度 159，975 90，1D4 69，871166，60190，104 76，497 △6，626  

市  計 115，464 62，756 52，708121，540 63，689 57，851△6，076  

郡  計  44，51127，34817，163 45，06126，41518，646 △550  
安  芸  郡  12，558 6，556 6，002 13，847 7，411 6，436△1，289  

府 中 町   3，835 2，404 1，431 4，373 2，630 1，743 △538   

海 田 町   2，318 1，295 1，023  2，634 1，670  964 △316   

熊 野 町  1，111 835  276 1，163  811  352  △52   

坂   町  503   338  165  

江田島町   3，510  703 2，807  

青 戸 町  740   560  180  
倉 橋 町  343  266  77  

下蒲刈町  63  48   15  

蒲 刈 町  135  107  28  

185  △17  

2，783 △126   

227  △28   

106  △109   

35  △56   

41  △47   

520   335  

3，636  853   

768   541   

452   346   

119  84   

182   141  

江1補倍率：転出者数に対する転入者数の比率   

2 広島市の（）は区間移動を除いた値である。  

く  九
六
人
あ
り
、
次
い
で
呉
市
一
五
三
人
、
府
中
町
四
五
 
 

人
、
海
田
町
三
七
人
、
江
田
島
二
四
人
、
五
日
市
町
二
三
 
 

人
な
ど
で
、
五
日
市
は
広
島
市
と
し
て
考
え
た
方
が
よ
か
 
 

ろ
う
。
 
 
 

広
島
市
内
で
は
安
芸
区
一
一
〇
人
、
南
区
一
〇
七
人
な
 
 

ど
が
多
く
、
東
区
は
意
外
に
少
な
く
四
〇
人
で
、
中
区
の
 
 

方
が
五
一
人
と
多
い
。
 
 
 

県
外
で
は
転
出
先
が
多
い
の
は
、
山
口
六
二
人
、
大
阪
 
 

府
二
八
人
、
東
京
都
二
八
人
と
同
数
で
、
神
奈
川
二
五
、
 
 

兵
庫
二
二
人
な
ど
、
首
都
圏
・
近
畿
圏
と
の
交
流
が
深
 
 

く
、
岡
山
二
四
人
、
島
根
は
一
〇
人
と
意
外
に
少
な
い
。
 
 

愛
知
県
は
一
二
人
と
こ
れ
も
意
外
に
少
な
く
、
福
岡
は
一
 
 

九
人
で
、
九
州
の
万
が
交
流
が
深
い
。
 
 
 

転
入
で
は
や
ほ
り
広
島
市
と
の
関
係
が
も
っ
と
も
深
 
 
 

り
も
転
入
の
方
が
多
い
の
が
目
立
つ
。
あ
と
、
東
広
島
三
 
 

三
人
、
海
田
町
六
二
人
、
府
中
町
は
意
外
に
少
な
く
一
八
 
 

人
で
あ
る
。
五
日
市
町
は
一
二
人
で
、
転
入
は
少
な
い
。
 
 

三
一
四
名
で
、
次
い
で
呉
市
の
二
六
三
名
、
転
出
よ
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